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今回掲載された文章や写真、個人
名・団体名については個人情報保護
法の下、他の目的には一切使用いた
しません。

　今年は、２名の委員交代があり、気持ちを新たに委員会活動に励んでおります。

　皆さんに楽しみに待って頂ける“看護あきた”にと、メンバー間で活発な意見交

換をし合っています。会員の皆様と一緒に魅力のある看護あきたを作っていけた

らと思っております。表紙についても良いアイディアがありましたらお寄せ下さ

い。お待ちしております。

（佐々木　順子　記）

秋田県看護協会会報
平成23年度会員数

（9月2日現在）

 6,743名
保健師 278名
助産師 313名
看護師 5,825名
准看護師 327名

 1 新人ナース紹介

 3 シリーズ看護部長が看護の思いを語る

 4 シリーズ認定看護師 こまち紹介

 5 災害支援ナース活動報告会

 6 シリーズ在宅看護

 7 地区活動報告

 9 平成23年度 

　  看護管理者連絡会議研修会報告

 10 地区支部長会議

 11 事務局からのお知らせ

2011　北東北総体

全国高等学校総合体育大会（インターハイ）

最終日　水球の競技

当看護協会から医療救護として派遣しております。

事 務 局 か ら の お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

事業部直通
☎018－831－8020　FAX.018－831－8023　
E-mail ;  a.kango.kyouiku3@jupiter.ocn.ne.jp

問い合わせ：会員管理担当　☎018-834-0172

第38回 秋田県看護学会のご案内
メインテーマ　-看護職の可能性-

広報出版委員会の紹介
今年度の広報出版委員です。
皆様からのご意見、ご要望をお待ちしております。
どうぞよろしくお願いいたします。

前列中央 佐々木順子委員長（山本組合総合病院） 前列左 ○新 保坂あい（外旭川病院） 

前 列 右 ○新 猿田真紀子（県立脳血管研究センター） 後列左 中屋郁（中通リハビリテーション病院） 

後列中央 中川久美子（秋田組合総合病院） 後列右 五十嵐紅子（市立秋田総合病院）

平成23年度入会申込みについて
今年度の入会申込期日は９月末日までとなっておりますので入会ご希望の方は

期日までの手続きをお願いいたします。

参加枠にまだ多少の余裕がございます。ご希望の方はお申し込み下さい。

他都道府県からの転入会員の会費について
他都道府県にて当該年度の会費を納入し、秋田県へ転入してきた方は当県の会費を免除しております。

平成23年度新規入会者の方へ
入会金の納入期限は、平成23年12月末日までとなっておりますので

期日までに納入していただきますようお願いいたします

口演発表　12題（10：00～14：00）
示説発表　  4題（12：00～12：30）
示説掲示    9：30～15：30

［特別講演］ 
テーマ「キャリアの節目を楽しみ、未来を展望する」
講　師　勝原裕美子氏（聖隷浜松病院副院長兼総看護部長）
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　みなさん、はじめまして。
　私は昨年度日本赤十字秋田短期大学を卒業し、現在は秋田
組合総合病院の整形外科で働いています。
　病棟配属になった４月は分からないことがほとんどで多
くの不安もありましたが、それ以上に憧れの看護師になるこ
とができた喜びと、これから専門職として成長していこうと
いう気持ちの方が大きかったです。
　そして４か月たった今、それなりに１人で出来ることが増
えた一方で、４月の頃とはまた別の責任感を感じるようにも
なりました。
　私は、学生時代から患者さんの心の支えになる看護師を目
指しています。しかし、患者さんに寄り添うだけでは不十分
で、専門職としての知識やアセスメント力、判断力を備えてい
なければ充分な看護はできないと考えています。
　私はまだまだ知識も少なく、十分なアセスメントができま
せんが、日々の学びを知識として身につけ、患者さんを支え
ていけたらと思っています。
　４月からたくさんの患者さんと接し、様々な事を感じてきま
した。これらの経験はもちろん今後更に経験を積み、自己の看
護観を深めつつ専門職として成長していきたいと思います。

　円さんと一緒に働き始めて早いもので４か月が経ちま
した。
　一緒に仕事をするたび、頑張っている姿や成長している
ところが見えて、うれしいような温かい気持ちになりま
す。円さんは頑張り屋さんなので、疲れていないかと心配
になるところもあります。
　円さんが来年の春、一年を振り返った時「看護師になっ
てよかった」「もっと続けたい」と思えるようにいろいろな
面で支えていけたらと思います。
　これからも一緒にがんばっていこうね。
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市立秋田総合病院　精神科

　私は秋田県立衛生看護学院を卒業し、今年度から市立
秋田総合病院の精神科に勤務しております。
　総合病院の中の精神科として特徴的なのは精神疾患に
身体疾患を合併した患者が多いことです。私は看護学校
で学んだ知識をできる限り多く生かし、幅広い疾患に対
応できる看護師になりたいと考えておりました。
　また、現在は社会情勢の変化に伴い様々なストレスが発
生し、うつ病を始めとする精神疾患が一般的に知られるよ
うになりました。私は人間が健康であるためには精神的な
安定が必要不可欠であると考えており、看護学校入学当初
から精神看護に非常に興味を持っておりました。
　「元々興味があった精神看護に加え幅広い疾患の看護
を学ぶことができる」という点で、現在の環境は多くの学
習の機会に恵まれており、やりがいを感じています。
　勤務して数か月が経過し、日々の業務の流れには少し
ずつ慣れてきました。こういった時こそ、自己判断により
取り返しのつかないミスを起こさぬよう、先輩方に意見
を伺いながらチームとして安全、安心のできる看護を提
供していきたいと考えています。

　分からない事は、分からない。教えて下さいと素直

に言える、とてもやる気のある新人です。スタッフ全

員そのやる気に答えられるよう、タイムリーに指導す

るように心がけています。一つ一つ経験を積みながら

一緒にがんばっていきましょう。

プリセプター

柿崎　愛さん

患
者
さ
ん
か
ら
の
言
葉
に

や
り
が
い
を
感
じ
る

藤谷　栄さん

先輩ナース
から

市立横手病院　消化器内科

　私は市立横手病院の消化器内科病棟で働いていま

す。働き始めて４ヶ月が経とうとしていますが、まだま

だ仕事に慣れず日々自分の未熟さを感じています。こ

の４ヶ月で患者さんに「看護師さんがすごく優しくし

てくれるから、とても励まされるわ」とお褒めの言葉を

いただいたことがあります。患者さんからのお褒めの

言葉はとても嬉しく、「こんな未熟な私でも患者さんの

役に立ち、少しでも励ましになる事ができるのだ」と看

護という仕事にやりがいを感じました。

　私は人の心に触れ、共に歩むことのできる看護師に

なることを目標にしています。そのためには知識も技

術もまだまだ足りません。知識も技術も身に付け、患者

さんにとって心から信頼のできる看護師になるため、

積極的に学びたいと思います。また先輩方のように患

者さんの励ましになり、優しくてあたたかい看護がで

きるよう努力したいと思います。

　初めて会った時、明るくて笑顔が素敵だなという印
象を受けました。その印象通り、いつも明るく元気な
笑顔で患者さんと接し、日々頑張っていると思いま
す。最近では部屋受持ち業務もするようになり、これ
からますます責任ある仕事を任されたり、大変なこと
も沢山あると思います。どんな時でも笑顔を忘れず、
親しみやすい看護師になれるよう一緒に頑張ってい
きましょう。

プリセプター

岡部克憲さん

温
か
い
職
場
環
境
の
中

知
識
や
技
術
を
習
得

大沼絵梨子さん

先輩ナース
から

雄勝中央病院

　今年3月に由利本荘看護学校を卒業し、念願であった

雄勝中央病院に就職しました。雄勝中央病院を選んだ

きっかけは病院合同説明会やインターンシップの参加

を通し、職場のアットホームな環境、新人を教育すると

いう熱意に惹かれたからでした。

　就職して4カ月になります。私は、外科病棟で、優しく

時に厳しく指導されながら、とにかく温かい職場環境

の中、知識や技術の習得に励んでいます。今はできない

悔しさから涙を流すこともありますが、それ以上に看

護の魅力、やりがいを感じています。これからは夜勤も

始まり、新たな緊張や責任の重さも出てきますが、先輩

看護師の指導を受けながら今後も頑張って行きたいと

思います。

　入職して５か月が経ちましたが、病棟スタッフの協

力もあり、確実に成長してきています。外科病棟とい

うあわただしい毎日の中で、段階に合わせた知識と技

術の習得を目指していきたいです。１年後を楽しみに

しています。
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　中通総合病院は秋田市の中心部に位置し、１次

救急から３次救急の一部を担い27の診療科、入院

病床539床をもつ社会医療法人明和会のセンター

病院です。昭和30年の創業以来「いつでも、どこで

も、だれでも～患者さんの立場に立った親切で信

頼される良い医療を行い地域医療に貢献する」を

基本理念に掲げ、地域住民の方々に支えられ要望

に応えながら成長を続けてきました。

一度は結婚退職したものの
当院の看護に魅せられて再入社
　私は、新卒で昭和58年に当院に入社しました。

当時から明和会の看護は、患者さんに寄り添い生

活の視点で患者さんの問題を医師・PT・OT・MSW

と協働して解決する風土（現在のチーム医療）が

根付いていました。先輩看護師のスキルの高さに

憧れ、患者さんの言葉に励まされ、どんな体験も

活かす工夫をした新人時代でした。26歳で結婚退

職し、外旭川病院での勤務を経て平成7年（32歳）、

第3子を出産したばかりでしたが「もう一度患者

さんに寄り添った看護がしたい・・」当院の看護に

魅せられ再入社を決意しました。

看護の思い看護の思い看護部長が

「
明
日
に
希
望
を
繋
げ
る
看
護
」の
実
践

を語る
新シリーズ

看護は患者さんの想いを創造する仕事
　当院では患者さんとの関係性の中で「明日に希

望を繋げる看護」の実践を目指しています。患者

さんの不安・辛さに向き合うことは「命・生活・人

生」に寄り添うことであると考えます。平均年齢

31.8歳と若い看護スタッフですが、「知」「情」「意」

「体」を鍛え患者さんから学ぶ謙虚な姿勢を忘れ

ず「気づきの達人」となれるよう日々努力を重ね

ています。患者さんの感謝の言葉に涙したり・・・

苦情に落ち込んだり・・・感情労働と一言で言い切

れない大変な仕事ですが、看護は身に付けた知識

と技術を使い、患者さんの想いを創造するすばら

しい仕事だと思います。

アサーティブに自己主張できる
看護師の育成
　医療情勢の変化やチーム医療の推進に伴い、看

護に期待される役割も拡大し、より明確に看護の

専門性が問われています。「鵜呑みからは何も生

まれない。自ら本質や真実を追求すること」とい

うナイチンゲールの教えのように立ち止まり考

える看護実践が大切と考えます。多忙を言い訳に

せず、患者さんをよく観察し、話し合い、十分考え

て自分の考えをきちんと伝える。アサーティブな

自己主張と他職種のやり方を認めるプロセスが

あってこそ看護師は成長できます。

病院新築に向けて未来に繋げる
明和会の看護
　現在、平成25年の病院新築を目標に「患者さん

に安心・納得・満足」していただく看護の機能につ

いて再検討をおこなっています。その人らしさを

大切にする明和会の看護を継承しつつ、高齢者看

護、チーム医療の活用などを学習し、看護の質で

患者さんに選んでいただける病院づくりをして

いきたいと考えています。また当院の看護職員一

人ひとりが時代の要請に応え、看護を通していき

いきとやりがいを持ち働き続けられる組織環境

の創造が私自身の使命と捉え実践躬行していき

たいと思います。

豊嶋 直美さん

社会医療法人 明和会　中通総合病院
総看護師長2

No.

今取り組んでいること

　新生児医療は、言葉で意志を伝え
ることができない新生児が対象で
す。そのため、どんな小さな反応も
見逃さない観察力と的確な判断力、
全ての新生児を優しく育むきめ細
やかな対応力が必要とされます。そ
の中で私は、NICUに入院する新生
児の初期ケアや急性期の看護場面
で自身の思考を言語化しながら看
護実践モデルとして活動していま
す。また、全国の新生児集中ケア認
定看護師と情報を交換しながらケ
アの見直しと向上に努めています。
特に母乳育児支援に力を入れて取
り組んでおり、学習会を通してス
タッフと知識を共有しながらケア
の幅を広げているところです。

皆と一緒にがんばりたいと
思っていること

　NICUに入院する新生児とご家族
は物理的に離れ離れですが、心はい
つでもつながっています。私たち医
療者は新生児とご家族にとってあ
くまで支援者です。子どもを一番大
切に思う両親が、主体的に子どもを
家族として迎え
入れることがで
き る よ う 、子 ど
もと両親の持つ
力と可能性を信
じて支援する体
制を作りたいと
思っています。

「こまち」紹介
岡田 智子さん

秋田赤十字病院
認定看護分野／新生児集中ケア

わたしのまちの看護師さん

こ ま ち F i l e  N o . 1 3

毎回、看護の専門性をたゆみなく探求し続ける
認定看護師さんを紹介します。

シリーズ 認定看護師

今取り組んでいること
　私が勤務しているのは内科小児
科混合病棟になります。病床数47
床。人工呼吸器装着中の患者さんが
4名いらっしゃいます。他の病院の
一般病院で、こんなに呼吸器を抱え
る病棟はありますでしょうか？そ
んなこともあり、呼吸管理・循環管
理・フィジカルアセスメントを中心
として勉強会を開催し、新人教育に
も 力 を 入 れ て ベ ー ス ア ッ プ を は
かっています。院外においてはフィ
ジカルアセスメントの講義を担当
しました。

皆と一緒にがんばりたいと
思っていること

　当院の患者さんの平均年齢が80
歳位になります。日本人の高齢化が

問題になっていますが、高齢者が高
齢者を介護する現場や、一人暮らし
で交通手段のないお年寄り、頼る人
がいない、治療が終わっても病院か
ら行き先が見つからない人等、今ま
で経験したことのない問題に毎日
悩んでいます。ある意味日本の医療
の最先端にあるこの現場で、10年後
20年後も、私たちが主体的な看護を
展開できるよう、皆と研究活動を通
して看護援助の実績を残していく
必要を感じています。

小坂さおりさん

男鹿みなと市民病院
認定看護分野／集中ケア

こ ま ち F i l e  N o . 1 4
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　「訪問看護ステーションあきた」は看護師17

名、介護支援専門員11名（兼務９名、専任２名）、

事務職員３名で、24時間連絡対応体制を実施し、

運営しております。平成23年4月現在の利用状

況は、月平均の利用者数135名、訪問回数888回

です。

　平成7年10月1日、17名の利用者を対象に、訪

問看護師３名、事務職員１名でスタートしまし

た。開設後順調に推移し、利用者および職員の増

加に伴い、平成20年3月に事務所を新築移転しま

した。また平成21年11月に訪問移動時間の効率

性を考え、秋田市飯島に「ステーションあきた飯

島出張所」を併設しました。

　利用者の多くは、退院後医療機関から紹介され

ることが多いのですが、地域のケアマネジャーか

らの紹介ケースも多くなっております。

　最近、訪問看護をとおして感じていることは、

入院患者の退院が急に決定されるケースが増加

していることです。社会的なニーズの変化によ

り、特に末期癌等の終末期にある場合、自宅に帰

るタイミングを逃されないことから、このような

状況になっているものと思われます。在宅移行時

の必要な情報提供と医療連携体制及び生活環境

整備の迅速な対応（短時間による退院調整）によ

り在宅療養は可能となっております。

　退院から在宅へつなぐ、継続的なケアを引き継

ぐために、主に訪問看護として重視していること

は、①医療機関の地域連携担当者・病棟看護師と訪

問看護師の密接な連携②本人・家族へ訪問看護に

ついての十分な説明と同意③関係者によるケアカ

ンファレンスまたは担当者会議の開催、等です。

　退院調整は、病院看護師と訪問看護師の密接な

連携が必要であり、同職種間の相互理解の下、看護

の質の確保が重要ではないかと考えております。

　訪問看護の成果・メリットとして考えられるこ

とは、再入院及び社会的入院回避の一助になって

いることがあげられます。ケアを担う身近な訪問

看護師が、地域と病院をつなぐ橋渡し的役割を担

うことで、利用者・家族が安心感を持ち、現疾患の

悪化を予防し再入院を防ぐこともできます。また

早期に退院が可能となり、利用者も「住み慣れた居

宅(自宅)へ、早く退院することができた」と喜ばれ

ております。訪問看護を大いにご活用ください。

　今後の動向では、介護保険制度改正法案におい

て、医療と介護の連携強化等が提案され、「地域包

括ケアシステム」の実現に向け全く新しいサービ

スとして、「定期巡回・随時対応型サービス」、「小

規模多機能型居宅介護と訪問看護の複合型サー

ビス」の創設が進められております。これらへの

関わりとして、ますます多職種によるチームでの

取り組みが必要と考えます。その中心的役割は看

護職が担っていると思います。

ケアを継続するための、
病院と訪問看護の連携づくり

訪問看護ステーション
あきた

管理者 石川 セツ子

概要

活動報告として、岩手県立中部病院、山田町平安荘、山田南小学校、釡石商業高校、宮城県石巻市桃生町に派遣
された５人の支援ナースから、それぞれの場所の特徴ある活動について報告があった。
引き続きグループに分かれ、
①協会への要望　②記録用紙や報告のシステムについて　③災害支援ナースとしての役割等々
について、体験した出来事や感じたことと共に語り合ってもらった。
グループ発表では、
①災害支援ナース存在のＰＲについて ②帰ってから心の整理をする時間について
③事前情報やタイムリーな情報が必要なことについて　　
④荷物や交通経路の問題について ⑤報告のあり方について　　　　　
⑥災害支援ナースの役割遂行等について
今後に向け前向きな意見がたくさん出された。
会長からのコメントとして、災害支援ナースが知られていないのは全くそのとおりであり、今後、育成研修と
共に災害支援ナースの存在をアピールしていきたい。また、帰還後、休ませて上げてほしいということを強調
していきたい。タイムリーな情報については、地元の看護協会が被災地そのものの把握が難しいということ
も考慮する必要がある。荷物については、自己完結であることから最大限の準備が必要なことを理解してほ
しい。交通手段については、日看協、近隣県それぞれ違ったが財政基盤の違いがあることも知ってほしい等が
伝えられた。最後に会長は、一人ひとりの言葉にじーんときた。被災地のナースはどんなにか感謝しているこ
とと思う。皆様が体験したことを自分の言葉で語ったことはよかったと思う。私どもも今回は組織力につい
て改めて考える機会となった。看護協会に所属していてよかったと思ってもらえたら嬉しいと結ばれた。
同じ体験を語りあった後の参加者の明るく爽やかな表情が印象に残った。
今回、課題として災害支援ナースのアピール、情報共有のあり方、報告のシステム等が明らかになった。この
ことについては、継続的に検討していく。

災害支援
ナ ー ス
派遣報告会

◆内容紹介：

◆平成23年7月13日(水)　13:00～16:30　　

◆開催場所：看護協会５階第一研修室
◆参加者：27名（災害看護委員会委員２名含む）

・活動報告
・情報交換の場
・発表
・全体会
・まとめ
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ケアを継続するための、
病院と訪問看護の連携づくり

訪問看護ステーション
あきた

管理者 石川 セツ子

概要

活動報告として、岩手県立中部病院、山田町平安荘、山田南小学校、釡石商業高校、宮城県石巻市桃生町に派遣
された５人の支援ナースから、それぞれの場所の特徴ある活動について報告があった。
引き続きグループに分かれ、
①協会への要望　②記録用紙や報告のシステムについて　③災害支援ナースとしての役割等々
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災害支援
ナ ー ス
派遣報告会

◆内容紹介：

◆平成23年7月13日(水)　13:00～16:30　　

◆開催場所：看護協会５階第一研修室
◆参加者：27名（災害看護委員会委員２名含む）

・活動報告
・情報交換の場
・発表
・全体会
・まとめ
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 　秋田臨海地区支部長 大石 静香  　鹿角地区支部長 戸館 桂子秋田臨海 地区支部 鹿角 地区支部

地区活動報告

「ふれあい看護体験」

　今年も夏休みに入った中学生や高校生を対象に「ふ
れあい看護体験」を行いました。秋田赤十字病院、秋田
組合総合病院、市立秋田総合病院、中通総合病院には快
く実習を受け入れてもらっています。今年も申込が多
数で、この事業への関心の高さがうかがえました。
　参加した白衣姿の生徒達は、学生服姿とちがい、初々
しい白衣姿で、指導にあたった看護師の話を一生懸命
に聞いていました。内容として病院見学や看護実技体
験、看護実習を行いました。血圧測定では、なかなか脈
をみつけることができず、苦労している姿が見られた
り、赤ちゃんの抱っこ体験では、赤ちゃんの重さに驚い
たりしていました。病棟での患者さんとのふれあいや
看護師の姿を通して、「ありがとうと患者さんに言って
もらうことができて、やりがいのある仕事だと実感し
た」「毎日、患者さんのために頑張っている看護師さん
のことを改めてすごいなと思った」「看護師を目指す上
での目標が、今回の体験で、はっきり見えた」といった
感想が聞かれました。ふれあい看護体験は「患者さんや
看護師と直にふれあうことを通して医療や看護に対す
る理解と関心を深める」という目標で行っている事業
ですが、これから看護師を目指そうとする人たちの心
に残る体験になり、将来へつなげることができたと思
います。ご協力いただいた皆様に深く感謝いたします。

　これから少子高齢化がますます進みますが、こうし
た社会を支えていく上で看護師の役割は重要です。こ
れからも地区支部の活動として、看護師をめざす人へ
看護の心をつたえ、将来への足がかりとなるよう、この
事業を推進していきたいと思います。

「みんなで話そう
看護の出前授業」

　「看護の日」の企画として「みんなで話そうー看護の
出前授業」を平成21・22年度は今年３月で閉校となっ
た小坂町立小中学校で少人数の学生を対象に先生、保
護者の方を含め、役員が講師となり楽しい雰囲気の中、
授業を行いました。
　今年は、6月10日、将来の看護師を目指している男子
８名を含む高校生34名を対象に、当地区在住で協会員
でもある、弘前医療福祉大学保健学部看護学科准教授
奈良知子先生を講師に迎え、看護の世界をのぞいて見
ましょうというテーマで①看護の仕事について、②看
護の道、看護技術の体験（心音聴取、脈拍測定、患者移
動、体位変換、赤ちゃん抱っこ）の授業を行いました。学
生達とともにコミュニケション技術や、指一本の体位
変換について力学を活用した授業など、役員達も昔の
学生時代を思い出しながら参加しました。またかづの
厚生病院副看護部長川又留以子氏より、看護の喜びや
厳しさなど体験談を含めて話して頂きました。学生の
感想には、「コミュミケーション技術にも沢山学ぶこと
があり驚きました」「 今回の授業また現場の声を聞く
ことによってもっと看護師について学びたいと思い、
更に看護師を目指す意欲が高まりました」「またこのよ
うな機会があったら参加したいです」などうれしい声

が聞かれました。
　また７月27日、「ふれあい看護体験」を市内３病院
で、鹿角郡市内の高等学校３校から学生24名が参加し
行いました。プチナースとして学生達もたくさん患者
様と医療スタッフと接して、いろいろな学びがあった
ようでした。これからも学生の皆さんの思いを大切に
将来の仲間が増えるように、役員一同頑張っていきた
いと思います。

湯沢雄勝地区支部長 小野 順子湯沢・雄勝 地区支部

まちの保健室

　当地区支部の23年度事業の活動開始は５月の「看護の日」

事業からです。

　「まちの保健室」と湯沢市社会福祉協議会主催の「ふれあい

広場」に支部役員会員が参加し「看護の日」ＰＲ・地域住民の

健康つくり推進を行ってきました。

「まちの保健室」 ５月 ８日（日） 参加者82名
　会場：イオンスーパーセンター湯沢店内

「ふれあい広場」 ７月10日（日） 参加者96名
　会場：湯沢市サンロード

　事業内容は例年、血圧測定　体脂肪測定　健康相談　協会

グッズやパンフレットの配布による協会のＰＲ等です。

　近年の傾向として血圧測定は自己管理されている方も多

く見受けましたが、体脂肪測定、コレステロール値に関する

質問等も多くパンフレット等をとおして健康指導を行って

まいりました。 　「まちの保健室」では湯沢市内のイオンスーパーセン

ターのご協力を頂き、開設時間内に店内アナウンスで

我々看護職の活動をＰＲしていただきました。休日の

ため子ども連れのご家族も多いことから、ちびっこ

ナース体験や中高生に向けた「看護のしごと」「進路相

談」等の企画も今後検討していけたらと思います。

　参加した役員や会員の皆さんから他施設の会員同志

交流もでき、地域の皆様ともふれあいの時間が持て充

実していましたとの感想もいただきました。
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看 護 管 理 者
連 絡 会 議
・ 研 修 会 報 告

平成23年度

　今年度は非会員21名と多数の参加があり、アンケートでは・施設からの発表があると施設看護職も多く
参加できる。・今回のようなテーマは病院、施設混合グループにしてほしい。・医療政策の現状と施設での現
状にギャップがあることについて考えさせられた。・意見交換は有意義だった。等の感想が述べられてお
り、参加姿勢は年々積極的になってきていると実感できた研修会でした。 　  （記事：第一副会長佐藤ヨシ)

ま と め

内容紹介

◆平成23年7月14日（木）

◆開催テーマ「多職種との連携による看護の質向上」
◆参加者：看護管理者・福祉施設及び訪問看護ステーションなどの看護管理者75名

　秋田県の医療の動向について数値を基に具体的に説明され、とてもわかりやすく興味をもって聞けた。秋田
県のがん検診受診率アップの取り組みの実績や周産期医療施設の連携体制、医師・看護職員確保に向け県がど
のような対策を考え取り組んでいるのか等の現状を理解することができました。また、20年後の人口減少に
伴う秋田県の医療の課題をこのままでいいのかと示唆され、今後の看護職としての課題も考えさせられまし
た。参加者からは、わかりやすく「県の医療政策や看護の動向を知ることができよかった」と好評でした。

　はじめに東日本大震災への対応や災害支援の今後の課題など伝え、日本看護協会の動向から秋田県看護
協会の新公益法人移行の準備状況等を説明。参加者の声は、「災害支援ナースの活動や現状の看護の動向、協
会の活動を知ることができ情報提供は有意義だった」と好評でした。

１．講　　演◆「秋田県における医療政策の現況について」
　 　　　　　　講師：秋田県健康福祉部参事兼医務薬事課長　髙橋　勝弘氏

2．情 報 提 供◆「看護の動向と課題」　烏会長

　「チーム医療・地域連携の円滑な推進」をテーマに3施設での実際の取り組みを発表された。
①大館市立総合病院の畠山江美子看護部長は「医療施設に看護補助者を導入して」と題し、看護補助加算、看
護補助者研修会の実施状況や今後の課題について話された。
②本荘第一病院の大須賀滝子総看護師長は「多職種（医療クラーク等）との連携について」、メディカルク
ラークの業務内容の推移や導入後の看護科の所感を述べ、退院時に必要な書類を事前にそろえてくれるの
で速やかに準備できると話された。
③特別養護老人ホーム海松園の関屋三紀子ケアマネジャ－は「看護と介護の連携について－介護職員に対
する痰吸引・経管栄養等の研修を受講して」と研修受講後の活動を紹介。実際の研修プログラムの紹介やリ
スク回避の具体的な方法を提言され、介護職員が研修を受けたことで怖さも理解できたと話していると発
表された。

3．話 題 提 供◆

　１）各医療機関・福祉施設等における多職種との連携　
　２）地域における医療機関と福祉施設等との連携
の2つのテーマで10グループに分かれ話し合いを進めた。
　意見交換後の発表の内容は・医療機関、施設共に互いに特徴を知らなければならない。・退院調整の中での
訪問看護の役割重要。・在宅療養の環境整備、充実が必要。・急性期病棟への補助者導入の仕方が課題。・吸引
は慢性期病床では実施させている。・チーム医療のレベルアップのためには看護補助者との業務内容等シス
テム作りが課題など、今後の多職種との連携における課題を提示する貴重な意見が話されました。

4．情 報 交 換◆

地区支部長
　　・委員長会議報告 常務理事 佐藤 潤子

第１回 地区支部長会議 について

　平成23年７月５日（火）午後、看護センターにおい

て、地区支部長９名、地区支部会計担当９名、烏会長、

三浦第二副会長、佐藤常務理事、笠井事務局長、総務

部職員４名、総勢26名が出席し、第１回地区支部長

会議が開催されました。

　会議では、地区支部集会、地区支部委員の任期、地

区理事と地区支部長の兼務等について意見交換が行

われ、新定款及び新定款細則の地区支部関連条文及

び地区支部規程について理解を深めました。

　地区支部集会は地区支部の次年度事業計画と予算

案を１月中に提出するため、今までとは開催時期が

異なるので理解してほしいという発言が三浦第二副

会長からありました。又、地区支部委員の選出は職場

の人事異動の関係から４月がよいという意見や、地

区支部事業は12月で終わるので、１月に地区支部集

会を行うのもよいという意見等々がありましたが、

烏会長から、地区支部集会は１月とし、次年度の事業

計画と予算、次期委員を決めることを目指していた

だきたいとの言葉がありました。

　地区理事と地区支部長の兼務に対しては、 ①地区

理事と地区支部長を兼ねると病院を離れることが多

く、病院からは無理だと言われている　②地区理事

と地区支部長を兼ねることで理事会の意向が地区支

部に伝わりやすい　③地区支部長と副地区支部長の

業務分担を整理することで可能になるという意見等

が出されました。今後、地区支部でも業務分担を検討

して整理することにし閉会となりました。

第１回 常任・特別委員長会議 について

　平成23年８月９日（火）午後、看護センターにお

いて、常任・特別委員長12名、烏会長を含む理事７

名、事務局から笠井事務局長を含め４名、総勢23名

が出席し、第１回常任・特別委員長会議が開催され

ました。

　はじめに烏会長から、平成23年度重点事業等の情

報提供、東日本大震災に伴う災害支援ナースの派遣

や今後の課題等について説明がありました。続いて

今後の委員会のあり方について、これまでの検討経

過の説明と本年７月の理事会で承認された委員会

設置の資料に基づいて、３つの職能委員会、６つの

常任委員会、３つの特別委員会を置くこと、教育会

議の新設、委員会組織図等々について説明がなさ

れ、引き続き２グループに分かれて意見交換を行い

ました。意見として看護の日委員会業務を今後広報

委員会が担うので2委員会の意見交換が必要であ

り、広報委員会については委員数増員の必要があ

る。学会委員会に看護研究支援ワーキンググループ

を統合させることは道筋がついているので可能で

ある等、具体的な意見が交換されました。また、新設

予定の教育会議に対するとまどいが多く出され、こ

れについては、看護協会として公益社団法人化に向

かって、教育全体の枠組みや方向性を検討していく

ことと、全体的な視点から「教育会議」の機能と役割

を整理していく必要があると会長から説明があり

ました。10月５日の地区支部長、常任・特別委員会合

同会議で再度話し合うことと、教育会議を今年度中

に発足させることを確認し閉会しました。
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看 護 管 理 者
連 絡 会 議
・ 研 修 会 報 告
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　今年は、２名の委員交代があり、気持ちを新たに委員会活動に励んでおります。

　皆さんに楽しみに待って頂ける“看護あきた”にと、メンバー間で活発な意見交

換をし合っています。会員の皆様と一緒に魅力のある看護あきたを作っていけた

らと思っております。表紙についても良いアイディアがありましたらお寄せ下さ

い。お待ちしております。

（佐々木　順子　記）

秋田県看護協会会報
平成23年度会員数

（9月2日現在）

 6,743名
保健師 278名
助産師 313名
看護師 5,825名
准看護師 327名

 1 新人ナース紹介

 3 シリーズ看護部長が看護の思いを語る

 4 シリーズ認定看護師 こまち紹介

 5 災害支援ナース活動報告会

 6 シリーズ在宅看護

 7 地区活動報告

 9 平成23年度 

　  看護管理者連絡会議研修会報告

 10 地区支部長会議

 11 事務局からのお知らせ

2011　北東北総体

全国高等学校総合体育大会（インターハイ）

最終日　水球の競技

当看護協会から医療救護として派遣しております。

事 務 局 か ら の お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

事業部直通
☎018－831－8020　FAX.018－831－8023　
E-mail ;  a.kango.kyouiku3@jupiter.ocn.ne.jp

問い合わせ：会員管理担当　☎018-834-0172

第38回 秋田県看護学会のご案内
メインテーマ　-看護職の可能性-

広報出版委員会の紹介
今年度の広報出版委員です。
皆様からのご意見、ご要望をお待ちしております。
どうぞよろしくお願いいたします。

前列中央 佐々木順子委員長（山本組合総合病院） 前列左 ○新 保坂あい（外旭川病院） 

前 列 右 ○新 猿田真紀子（県立脳血管研究センター） 後列左 中屋郁（中通リハビリテーション病院） 

後列中央 中川久美子（秋田組合総合病院） 後列右 五十嵐紅子（市立秋田総合病院）

平成23年度入会申込みについて
今年度の入会申込期日は９月末日までとなっておりますので入会ご希望の方は

期日までの手続きをお願いいたします。

参加枠にまだ多少の余裕がございます。ご希望の方はお申し込み下さい。

他都道府県からの転入会員の会費について
他都道府県にて当該年度の会費を納入し、秋田県へ転入してきた方は当県の会費を免除しております。

平成23年度新規入会者の方へ
入会金の納入期限は、平成23年12月末日までとなっておりますので

期日までに納入していただきますようお願いいたします

口演発表　12題（10：00～14：00）
示説発表　  4題（12：00～12：30）
示説掲示    9：30～15：30

［特別講演］ 
テーマ「キャリアの節目を楽しみ、未来を展望する」
講　師　勝原裕美子氏（聖隷浜松病院副院長兼総看護部長）


